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表 1 世界の有機農業における上位 10カ国ランキング（2016年） 
 
 







1 オーストラリア 27.2 6.7 
2 アルゼンチン 3.0 2.0 
3 中国 2.3 0.4 
4 アメリカ 2.0 0.6 
5 スペイン 2.0 8.7 
6 イタリア 1.8 14.5 
7 ウルグアイ 1.7 11.5 
8 フランス 1.5 5.5 
9 インド 1.5 0.8 
10 ドイツ 1.3 7.5 






1 アメリカ 38,938 46.0 
2 ドイツ 9,478 11.2 
3 フランス 6,736 8.0 
4 中国 5,900 7.0 
5 カナダ 3,002 3.5 
6 イタリア 2,644 3.1 
7 イギリス 2,460 2.9 
8 スイス 2,298 2.7 
9 スウェーデン 1,944 2.3 
10 スペイン 1,686 2.0 






1 アメリカ 2,981  
2 イタリア 1,915  
3 オランダ 1,200  
4 中国 1,049  
5 スペイン 891  
6 フランス 629  
7 カナダ 434  
8 メキシコ（2013） 373  
9 キルギスタン 370  
10 ペルー（2015） 347  






























































































































のとおりである。2017年の有機食品の国内販売総額は 606億 6700万元、輸出額は 10
億 3000万ドル（約 69億 6280万元）となっており、輸出向けの割合は総額の 10分の
1 程度である 12。有機食品の生産は 1990 年代に沿海地域に進出した外資系アグリビ
ジネスによる開発輸出という形で始まったため、1999年以前は 90％以上が日本、EU、
アメリカへの輸出向けであったことを考えると、大幅に比重が低下したといえる。一
方緑色食品は 1996年から 2017年の間に国内販売総額は 155億 3100万元から 4034億




品については、国家基準が定められた 2005年から 2017年の間に発行件数が 22件から 1
万 8330件に急増、取得企業数は 1万 1835社に達している 13。栽培面積は 438万 3000ヘ




業も存在し、2014年から 2017年の間に 66社から 173社に増加している。 
緑色食品の普及状況は、2001 年から 2017 年の期間に認証件数は 2400 件から 2 万
5746 件、取得企業数は 1217 社から 1 万 865 社へといずれも 10倍以上に増加した。
























































































表 2 有機農業企業の経営状態の決定要因 
黒字となった要因 回答数 
 国内市場の拡大 75 
 販売価格の上昇 61 
 輸出が好調 14 
 慣行栽培同様の単収が得られた 10 
  その他 6 
赤字となった要因  
 コストが高い 47 





 輸出の不振 8 


































査によれば有機食品の販売価格は一般の食品の 2～5 倍、一部の食品では 8～10 倍も




























































































 Carson, Rachel (1962) Silent Spring, Boston: Houghton Mifflin. 日本語版はカーソン、
レイチェル（1974）『沈黙の春』新潮社。 
 King, Franklin Hiram (1911) Farmers of Forty Centuries or Permanent Agriculture in 





 Ogura, Chisa (2019) "Community Supported Agriculture (CSA) in China is Developing 
its Own Characteristics" report by Meros Consulting. 
 Willer, Helga and Julia Lernoud eds. (2018) The World of Organic Agriculture Statistics 
and Emerging Trends 2018, Research Institute of Organic Agriculture (FiBL) and 











































 F・H・キング：Public domain.  
 北京市内の高級スーパーに並ぶ有機野菜：2017年 7月筆者撮影。 
 













5 オイシックス株式会社との経営統合にともない、2017 年 10 月にオイシックスドッ
ト大地株式会社の代表取締役会長に就任（2018年 7月、オイシックス・ラ・大地株式
会社に社名変更）。 
6 有機農業の基準としてコーデックス委員会や IFOAM のものが国際的に広く用いら
れており、その他各国が独自に定める基準がある。生産者が認可を得ることなく生産
物を「有機」と名乗ることは多くの国で違法である。 
7 『EICネット 環境用語集』「環境保全型農業」参照。 
8 日中政府間協議を経て、中国の国家質量監督検査検疫総局が 2002 年 8 月に輸出入
野菜検査検疫管理弁法を制定、輸出野菜栽培基地登録管理細則によって輸出企業の直
営農場や契約農家の登録を義務付け、管理を強化した（大島編 2007）。 
9 2018年 12月に四川省成都市で開催された、第 10回中国社会生態農業 CSA大会資
料による。同大会の概要と中国版 CSAの特徴については Ogura（2019）、中国におけ
る CSAの発展の経緯については山田（2011b）を参照されたい。 









11 2016 年の無公害農産品の栽培面積は 614 万 9688 ヘクタール、取得企業数は 1 万
833社、認証件数は 2万 1253件、販売額は 2303万 8140元であった（中国緑色食品発
展中心 2016）。 
12 国家統計局編（2018）に基づき、1ドル＝6.76人民元で計算した。 












17 2018 年 3 月に環境保護部、農業部は廃止され、生態環境部、農業農村部が新設さ
れた。 
18 2015年 9月 16日、筆者による株式会社大地を守る会本社でのインタビューに基づ
く。 
19 注 18に同じ。 
20 「中国食品農産品認証信息系統」の認証取得企業による申告データによれば、2010
年、2012年、2013年の有機農産物・食品の生産額の推計額はそれぞれ 728億 3000万






22 2015年 8月 28日、筆者による河北省邯鄲市の有機農業企業、河北企美農業有限公
司でのヒアリングに基づく。 
